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ほか、大学の活動成果
（紀要、研究報告書、博士
論文等）の登録作業など 

最大の仕事 



本講の内容 

• リポジトリと他システムとの連携の仕組み 
– メタデータ、 OAI-PMH、junii2、クロスウォーク 
– IRDB、CiNii、国立国会図書館、OAIster 
– DOI 

• 担当者がすること 
– プロバイダリストへの登録（最初だけ） 
– システム的な確認・対処（日常的に） 

• OAI-PMHデータの確認 
• 削除してよいかよく考えよう 
• ログのチェック 
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業者と基本的なコ
ミュニケーションがと
れるよう 
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メタデータ 

• 目録の書誌項目のこと 
• つまり、 

– 論文タイトル 
– 著者名 
– 掲載誌名 
– 抄録     等々 

• 「目録規則」はない＝各機関で設計可 
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各リポジトリのメタデータ 
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Aリポジトリ Bリポジトリ 



OAI-PMH、ハーベスト 

• リポジトリの特徴：相互運用性＝メタデータを、
OAI-PMHに対応している他システムに（要求
により）渡せる 

• OAI-PMH＝Open Archives Initiative Protocol 
for Metadata Harvesting 
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Aリポジ
トリ 

他シス
テム 

ハーベスト 
（＝刈り取り） 

サービスプロバイダ 

通信上の手順
や約束事の取
りきめ 



OAI-PMH 
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IRDB 

• 学術機関リポジトリデータベース（NII） 
– CiNiiや国会図書館にはIRDBからデータが行く 
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Aリポジ
トリ IRDB 

CiNii 

国会図
書館 

OAI-PMHによる 
ハーベスト（自動） 
例：毎週○曜日の○時 

JAIRO 



junii2 

• サービスプロバイダIRDBが求めるデータ形式 
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Aリポジ
トリ IRDB 

junii2形式
でちょうだい 

CiNii 

国会図
書館 

OAI-PMHによる 
ハーベスト（自動） 
例：毎週○曜日の○時 

JAIRO 



IRDB 

• http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php 
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JAIRO 

• http://ju.nii.ac.jp/ 
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CiNii 

• http://ci.nii.ac.jp/ 
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junii2は改定されるので注意 

• ver. 1.0 (H18) 
– dc、dcterms、OpenURL (for Journal Articles)などの要
素を取り入れている。textversion、fullTextURLなどが
特徴的。 

• ver. 2.0 (H23) 
– creator等に著者IDを追加（実証実験） 

• ver. 3.0 (H25) 
– 学位規則改正(H25.4.1施行)、JaLC DOI等対応の拡張 

• ver. 3.1 (H26) 
– 学位授与番号の改訂 
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junii2 
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junii2 
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国会図書館の博士論文の収集 

• 国立国会図書館は以下の条件で収集 
– NIItypeが ”Thesis or Dissertation” 
– textversionが ”ETD” でfulltextURIがある 
– dateofgrantedが ”2013-04-01” 以降 
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Aリポジ
トリ IRDB 国立国会

図書館 

OAI-PMH（junii2） 
メタデータのみ 

メタデータ＋本文データ 



多くの場所から検索できるように 

• 他のサービスプロバイダからもハーベストさ
れたい 

• 各サービスプロダが求めるデータ形式は違う 
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Aリポジ
トリ 

OAIst
er 

oai-dc形式

でちょうだい 

IRDB junii2形式

でちょうだい 

サービスプロバイダたち 



クロスウォーク（crosswalk） 

定義ファイルは各リポジトリサーバで設定 

タイトル=title 
著者=creator 
: 
: 
 変換表＝クロスウォーク 

（junii2用、oai_dc用、etc用） 
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他システムとの連携の仕組み 

Aリポジトリ 

Bリポジトリ 

Xリポジトリ 

IRDB 

junii2形式
でちょうだい 

OAIster 

etc 

etc形式で
ちょうだい 

oai_dc形式
でちょうだい 

CiNii 

国会図
書館 

タイトル=title 
著者=creator 
: 
: 
 

クロスウォーク（変換表） 
（junii2用、OAI_dc用、etc用） 
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サービスプロバイダたち 

OAI-PMHによる 
ハーベスト 



連携を意識してメタデータを作成 
• junii2の場合、textversion（あれば必須） 

– author:著者版 
– publisher:出版社版 
– ETD: 博士論文全文を含む 

• 修士、卒業論文には”ETD”は使用しない 
• 博士論文でも要旨・要約には”ETD”は使用しない 

– none:上記以外 
 

• 特に、安易にデータを削除・変更しないよう 
– 連携先のシステムとの関係を確認（後述） 
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DOI： これもシステム連携 

• DOIは電子データなどに登録される国際的な識
別子で、論文などの学術情報資源の識別子とし
て広く使用されている。出版者が登録する 
– 例）  10.1038/nchembio.1524 

 
• http://doi.org/に続けてDOIを入力すると論文の
あるURLに自動転送される 
– 例）http://doi.org/10.1038/nchemibio.1524   
– http://www.nature.com/nchembio/journal/v10/n6/fu

ll/nchembio.1524.html 
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プレフィクス（出版社や機関） サフィックス（コンテンツ） 



機関リポジトリコンテンツにDOI 

• ジャパンリンクセンター（JaLC）は、日本初のDOI
登録機関（RA）で海外学術出版社のRA、
CrossRefとも連携している 

• 機関リポジトリは、JaLCのDOIでも、CrossRefの
DOIでも登録可能。ただしCrossRef DOIは有料 
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Aリポジ
トリ IRDB JaLC 

OAI-PMH（junii2） OAI-PMH（junii2） 

CrossRef 



機関リポジトリコンテンツにJaLC DOI 

• 登録方法は、NIIの「JaLCガイドライン」
(http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/jalc)を参照 

• 登録できるコンテンツ 
– 自機関で出版（学位授与）、または出版者から管理委託さ
れたコンテンツ（紀要など） 

– 著者版コンテンツ 
– 1990年代の博士論文で、NDLで既にJaLC DOIを登録して
いる論文は、リポジトリでもそれと同じDOIを登録する 
（マルチプルレゾリューション：両方へのリンクが表示され
選ぶことができる） 例doi:10.11501/3111319 
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http://doi.org/10.11501/3111319


本講の内容 

• リポジトリと他システムとの連携の仕組み 
– メタデータ、 OAI-PMH、junii2、クロスウォーク 
– IRDB、CiNii、国立国会図書館、OAIster 
– DOI 

• 担当者がすること 
– プロバイダリスト等への登録（最初だけ） 
– システム的な確認・対処（日常的に） 

• OAI-PMHデータの確認 
• 削除してよいかよく考えよう 
• ログのチェック 

平成27年度機関リポジトリ新任担当者研修 



プロバイダリスト等への登録 

• OAIデータプロバイダリスト 
– リポジトリを公開するとはこのリストに登録すること 
– 世界中のサービスプロバイダがこのリストを見てハー
ベストしにきてくれることになっている 

– ちゃんとハーベストできるかテストもできる 

• ほか、利用拡大のために 
– IRDB （国内） 
– OAIster （→OCLC）  
– Google、Google Scholar 
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プロバイダリスト等への登録（続き） 

• 業界への周知（たしなみ） 
– 世界のリポジトリリスト 

• ROAR： Registry of Open Access Repositories  
• OpenDOAR:  Directory of Open Access Repositories  

– 日本のリポジトリリスト 
• NII学術機関リポジトリ構築連携支援事業

http://www.nii.ac.jp/irp/list/ 

• 機関オープンアクセス方針を定めた場合 
– ROARMAP: Registry of Open Access Repository 

Mandates and Policies  
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具体的な登録方法はDRFwikiを 

• 「リポジトリを育てる」→「より使われるために」の「可
視性を高めるために」→startup
（http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?startup） 
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OAI-PMH出力の確認 

• baseURL?verb=Identify 
• baseURL?verb=ListRecords&metadataPrefix=j

unii2 
 

– 参考 
• http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/oai-

pmh2.0/OpenArchivesProtocol.htm 
• http://www.openarchives.org/OAI/2.0/openarchivespr

otocol.htm 
• http://irdb.nii.ac.jp/oai/junii2-2-0.xsd 
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OAI-PMH出力の確認 

• baseURL?verb=Identify 基本情報を教えて 
 

• baseURL?verb=ListRecords&metadataPrefix=j
unii2 junii2形式でデータ全部出して 
 

• baseURL?verb=ListRecords&metadataPrefix=o
ai_dc&from=2015-06-15&until=2015-06-18 
2015年6月15日から6月18日までに登録・更
新されたデータをoai_dc形式で出して 
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OAI-PMH出力の確認 

• baseURLは各機関リポジトリで異なる 
• 必ず確認しておこう 

– 例） 
• 静岡大学SURE（DSpace） 

http://ir.lib.shizuoka.ac.jp/dspace-oai/request 

• 旭川医科大学AmCoR（XooNips） 
http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php 

• 東北学院大学（JAIRO Cloud（WEKO）） 
https://tohoku-gakuin.repo.nii.ac.jp/?action=repository_oaipmh 
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http://amcor.asahikawa-
med.ac.jp/modules/xoonips/oai.php?verb=Identify 
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http://barrel.ih.otaru-uc.ac.jp/dspace-
oai/request?verb=Identify 
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deleteレコードの扱い 

• OAI-PMHのサーバ設定 
– persistent 

 
 

 
 

– no 
– transient 
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削除レコードの情報を永続的に出しますよ 
→ ハーベスタは差分データをハーベストしているので 
 データを削除すると反映されない。 
 削除してはいけない。（DSpaceは「取り下げ」機能で対応） 



削除してよいかどうかよく考えよう 

• OAI-PMHのハーベスタへの対応 
• サーチエンジンへの対応 

– Google 
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突発的“大人気”論文への対処 

• Apacheのaccess_logの確認 
– 当該論文へのアクセスを目で 

• 例：単一の端末から、毎分毎秒 
（攻撃、ウィルス感染PCから…） 
 

• 正 → インタビュー、広報、… 
– 要因は？ログから特徴を見出す、著者に聞く 

• 例：Wikipedia、新聞、高名ブログ、… 

• 不正 → ログ清掃、アクセス制限 
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日常的なチェック 

• 障害予防、障害発見 
– ディスク領域 
– NIIによるハーベスティング結果通知 
– HANDLEが機能しているか（DSpace） 

• 広報用 
– ROAR順位 

• http://roar.eprints.org/ 
– スペイン高等科学院ランキング 

• http://repositories.webometrics.info/ 
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さいごに 

• あらゆる技術、ノウハウは、ほんのわずか先
に着手した人たちが模索＋確立してきたもの 
– OAI-PMH仕様（2002→日本語化2003-2004） 
– DSpace/EPrints実装実験（2004） 

• Cf. 日本目録規則（1943）、目録情報の基準（1986） 

• みな、普通の図書館職員が作り上げてきた 
– 「不便」「こうなるとよい」と思ったら開発・整備に
参加しよう（IR推進委員会、DRF、JC コミュニティ） 

• IR構築、コンテンツ収集のノウハウも然り 

平成27年度機関リポジトリ新任担当者研修 
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